
男女共同参画推進せんだいフォ ー

ラム2015

｢如軌ピー神クションみ朋講演&交流のつ紬

平和と自由へ歩みを止めないⅠ

…/紬土)
I3 :30 ～I5 30
エル･/く- ク仙台肝ギャラリーホ ー ル
(仙台市青葉区

一

番町4 -1ト1 仙台三越定禅寺通り削F)

参加費500円

男性の参加も歓迎!

黒澤 いつきさん
( 明日の自由を守る若手弁護士の会)

ミニニi ㌦
知 っ て る ? カイケ ン( 改 憲) の 話
～ 考えよう､ 日本の平和と私の自由 ～

交 流
｢ 私が変わる 私が変える

声をあげ続けよう! ｣

スピ ー チ 寺田 ともかさん
ヽ

通称｢ あすわか｣

201 2 年 4 月に発表された自民党故

意草案に衝撃を受け､ この内容を広
く知らせ ､ ともに考えて行こうと活動し

て いる若手弁蕃士有志の会｡ 民主主

義や立意主義の意味につ い ても投げ

かけている｡
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(自由と民主主義のための緊急学生行動SEA L D s KA N崗∫≠

武力では何も解決しません!

だれも戦争に行かせません!

私たちは殺し合うのは嫌です!

憲法9 条を守り抜きます!

愛と智恵のカで､ 憎しみと暴力の連鎖を断ち切ります!
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寺田さん の国会前ス ピ
ー

チから

｢ 私 の 払 っ た税金が弾薬提供の た

め に使われ､ 遠 い 国の 子どもたちが傷

つくの だけは絶対に止めたい ､ 『やら .

､

れ たらやるぞ』 と威嚇するの で はな ■､ ､ ､

く ､ そもそも敵をつくらない努力を諦

めない国で いた い｣



｢ 戦争はイヤ! ｣ の 一

点で広く手をつ なぎ､ 声をあげま し ょう｡

9 月 1 9 日 ､ 憲法学者の 大多数が ｢違憲｣ と指摘 した ｢ 安保法制｣ が ､ 世論 を無視した強行採決に より成立

しま した｡

こ の 法律は ､ ｢ 歴代政府が憲法上許されない｣ と してきた集団的自衛権行使容認 により ､ 他国の戦争に参加

す るた めの道 をひ らく もの です｡

命を奪い ､ 奪われ る戦争に ､ 誰
一

人行か せ るわけに はい きませ ん ｡

法案審議中の 国会前に は暑い 中､ 雨の中､ 連 日連夜､ 廃案を求めるたくさん の人た ちが集まり声を限りに

訴 えま した｡ 学生グル ー プ S E A L D s や ｢ マ マ の 会｣ ､ ｢ 学者の 会｣ 等々 ､ 多様な人々 の声 は首相の 耳には届か な

か っ た の で しょうか ｡

法案の 内容に加えて ､
｢ 強行 して も国民はす ぐに忘れ る｣ ｢ 法的安定性は 関係 ない｣ ｢ 戦争 に行くの はい やだ

と言うの は身勝手｣ など与党議員の発言に代表 され る政治の 劣化に ､ 私 たち主権者が どう向き合 っ て いく の

か ､ 今 を生き る私 た ちに ､ 未来か らの 問い か けです ハ

｢ 女 の 平和｣ ピ ー スアクションみやぎ

20 1 5 年､
1 月 1 7 日 ､ 赤 い衣服を身に付けた 70 00 人以上 の女性たちが国会議事堂を取り巻きました｡ アイス ラ ン ドで女性た

ちが立ちあが っ た
〝

レ ッ ドス トッ キン グ〟 の戦 い の史実に思い を重ね｢ 戦争 へ の道を歩まない で ! ｣ と女性たちからの抗議の レ

ッ ドカ
ー

ドで した｡

｢ 女 の 平和｣ ピ ー

ス アクシ ョ ン みやぎは ､ こ の動きに呼応し､ ｢ 戦争はイヤ! ｣ ｢ もう黙 っ て い るわけには い かない｣ と の思 い

を持ち寄り､ こ こ宮城からも大きく声をあげるために つ どう ｢ 個人｣ の 集まりです｡ 平和を願う気持ちに男女の差はありません

が､ 命 へ の感度が強い 女性たちが､ まず し っ かり声をあげてい きたい と思い ます｡

呼び糾†人
相澤歌 青木玲子 青柳優子 赤間和子 赤間政子 秋山悪子 浅井時子 浅野昭子 浅野智恵子 浅野綾子 安

達喜美子 姉歯けい子 油谷吉子 天下みゆき 天野清子 飯塚尚子 五十嵐栄子 五十嵐洋子 池原亮子 池町

江美子 居坂幸 居坂なほみ 石垣就子 石井美恵子 石川桂子 板橋華子
一

戸葉子 伊藤恭子 伊藤智恵 伊

藤とよ子 伊藤真由美 伊藤美智子 伊藤文枝 伊藤由子 入 間田範子 岩沢恵子 岩渕彩子 上原敏子 丑田美

代子 内海雅子 宇塚敬子 梅津加知子 楳林由実子 浦田文子 遠藤いく子 遠藤恵子 遠藤みよ子 大内真理
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力云窓際窓
又治子 門井和子 門脇佐栄子 叶篤子 鹿股明子 鎌内あつ 子 鎌出光子 神栄子 上西 雅江 唐木ともみ 河

相治子 川名直子 川端英子 菅野和美 菊田絹子 菊地映子 菊地悦子 北原靖子 北村美喜子 木臼紀子 工

藤 しげ 熊谷富代子 栗村貞子 下道弘子 小池瑞 小島妙子 小杉童悪手 児玉 芳江 小林真知子 小針英子

紺野昭子 今野喜代子 今野ツヤ子 金野春代 昆野ひろみ 斎川小百合 斎地敦子 斉藤昭子 棄藤和子 斎藤

境子 斎藤恵子 斎藤孝子 寮藤俊子 斎藤宣子 斉藤義子 酒井文子 榊原征 坂下 やす子 嵯峨サダ子 佐川

和子 佐久間敬子 佐々木郁子 佐々木映子 佐々木久美 佐々木久美子 佐々木治代 佐々木政枝 佐々木政子

佐々木ゆきえ 佐藤京子 佐々原和子 佐藤悦子 佐藤和子 佐藤静江 佐藤幸子 佐藤澄子 佐藤妙子 佐藤多

恵子 佐藤千鶴子 佐藤千代子 佐藤豊子 佐藤宏子 佐藤照子 佐藤紘子 佐藤博子 佐藤信 佐藤政子 佐藤 ヽ t

美智子 佐藤光子 佐藤優子 佐藤祐子 佐藤理絵 佐藤留美子 佐藤礼子 里見まり子 猿谷澄江 ≡ 田福子

鹿戸佳子 雫石雪子 篠原ひろみ 清水厚子 清水幸子 庄司あかり 庄子雅子 下平道子

菅原栄子 菅原美智子 すげの直子 鈴木諸子 鈴木純子 鈴木智子 鈴木はるみ 鈴木博子 鈴

菅原明代

鈴木ハ

重子 鈴木由美 鈴木よ し子 鈴木ラク子 須藤道子 高野和子 高橋悦子 高橋悦子 高橋克子 高橋美恵子

高橋道子 高橋京 高橋幸子 高橋由美子 高橋良子 高平美恵子 高見のり子 高屋真弓 田島憲子 竹内貞子

立谷邦江 龍淵和佳子 谷関恭子 千坂みとり 千田秀子 干葉加代 干葉やす子 珍田洋子 出

和子 塚田久美子 辻畑めぐみ 豊岡あさ子 戸枝慶 富樫三千子 戸津川はるみ 富川洋子

蓉子 中田恵子 中谷徳子 長崎邦子 長沼干恵 永沼幸枝 名雪洋子 虹乃美稀子 西澤晴代

久美子 二関和枝 沼倉優子 沼追層草 野呂 確 芳賀美恵子 羽凸久美子 畑井紀代子 橋

富

き‡貢ごて……≡
手 早坂友枝 早坂美恵子 原谷実紀子 ひぐちの りこ 樋口最子 平居淑子 藤井美枝子 福島かずえ 藤淑恵

藤田紀子 ふなやま由美 布聞きみよ ふるくぼ和

= 幕田和子 舛岡寿美子 増田の り子 松浦洋子

郷 しずい 本城房子 本田永久子 前野久美子 正木ク

陽子 松田悦子 松本ム ネ子 松谷三重子 三 浦君子

≡浦美季子 ≡浦康子 水落孝子 水沢冨士江 宮野幸子 村上久美子 村上 園子 村口喜代 村主由美 目黒美

智子 本島千代子 守屋久美子 宮田敬子 門間久美子 安田由紀子 山 口京子 山 口端子

み 山田敏江 箭内恭子 山本靖子 ゆさみゆき 吉田悦子 渡連孝子 渡 準
磁 辺康子 和田多賀子 9 / 3 0 現在 3 0 6 篭)

(呼びかけ人に顆

託児につ いて

対 象 6 ケ月以上小学校
一

年生まで ( しょうがい の あるお子さん に つ い ても ご相談下さい)

費 用 3 00 円 (お子 さん
一

人につ き/
一

回)

申 し込み締め切り 11 月 1 2 日 (木) 先着順 定員になり次第締め切ります｡
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